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特
集
１

国
際
人
権
規
約
が
、
わ
が
国
に
対
し
て
、
一
九
七
九
年
九
月
二
一

日
に
発
効
し
て
以
来
、
六
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
国
の
内
外
に
お
い
て
差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
を
求
め
た

流
れ
は
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
る
が
、
な
お
厳
し

い
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
い
ろ
。

時
あ
た
か
も
本
年
は
、
国
際
連
合
が
創
設
さ
れ
て
、
四
○
年
と
い

う
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
お
り
、
世
界
人
権
宣
言
な
り
、
国
際
人
権

規
約
の
精
神
の
実
現
に
む
け
て
、
更
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ろ
。

仙
は
じ
め
に

国
際
人
権
規
約
発
効
六
周
年
に
あ
た
っ
て

ｌ
成
果
と
課
題Ｉ 

世
界
人
権
宣
言
や
国
際
人
権
規
約
は
、
数
々
の
権
利
を
定
め
て
い

る
が
、
そ
の
根
本
精
神
は
、
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
恒
久
平
和
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
世
界
人
権
宣
言
や
国
際
人
権
規
約
批
准
の
基
本
精
神

は
、
一
切
の
差
別
を
撤
廃
し
、
全
て
の
人
を
人
類
共
同
体
の
一
員
と

し
て
把
え
、
等
し
く
人
権
を
保
障
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
根
本
精
神
の
実
現
を
、
国
連
を
中
心
と
し
た
、
積

極
的
な
国
際
連
帯
活
動
に
よ
っ
て
、
達
成
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
。

②
基
本
精
神
の
再
確
認

友
永
健
三



一
九
八
三
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
人
種
差
別
と
闘
う
第
一
一
回
世

界
会
議
」
で
、
過
去
一
○
年
の
総
括
が
行
わ
れ
、
「
前
半
の
五
年
は

比
較
的
順
調
で
あ
っ
た
が
、
最
近
の
五
年
間
は
見
る
べ
き
も
の
が
な

い
だ
け
で
な
く
、
危
険
な
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ろ
。
」
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

繩
現
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｋ
・
Ｋ
。
Ｋ
団
（
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・

と
ク
ラ
ン
）
に
代
表
さ
れ
る
人
種
差
別
を
標
横
す
る
団
体
の
活
動
が
活

嫉
発
化
し
て
き
て
い
る
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ネ
オ
●
ナ
チ
ズ
ム
の
動

一
き
が
活
発
化
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
襲
撃
事
件

天
が
多
発
し
て
い
ろ
。

枕
発
展
途
上
国
で
も
飢
餓
が
広
ま
り
、
イ
ン
ド
な
ど
に
お
い
て
も
、

靴
宗
教
に
も
と
づ
く
対
立
や
「
カ
ー
ス
ト
」
制
度
に
起
因
し
た
差
別
対

局
立
が
激
化
し
て
い
ろ
。

一ハ効
こ
の
よ
う
な
、
人
権
を
め
ぐ
る
事
態
の
悪
化
の
背
景
に
は
、
世
界

継
的
な
景
気
の
後
退
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
失
業
者
の
増
大
や
生
活
苦
の

鰯
進
行
が
あ
る
。

鰍
さ
ら
に
、
年
間
一
兆
ド
ル
（
日
本
円
に
し
て
、
お
よ
そ
一
一
一
五
兆

国
円
）
に
も
達
す
る
と
い
わ
れ
る
軍
事
費
の
膨
脹
が
、
こ
の
事
態
を
、

３
｜
層
深
刻
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
世
界
的
な
核
戦
争
勃
発
の
危

２ 

日
本
が
国
際
人
権
規
約
に
批
准
し
て
以
降
、
国
際
的
な
人
権
擁
護

の
流
れ
は
、
ひ
き
つ
づ
き
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
前
進
し
て
い
ろ
。

例
え
ば
国
際
人
権
規
約
に
つ
い
て
も
、
表
①
の
よ
う
に
批
准
国
が

増
え
て
い
ろ
。

個
人
か
ら
の
訴
え
も
取
り
あ
げ
る
こ
と
を
認
め
た
、
「
自
由
権
規

以
上
の
基
本
的
精
神
に
立
っ
て
、
「
働
く
権
利
」
、
「
公
正
か
つ
良

好
な
労
働
条
件
の
下
で
働
く
権
利
」
、
「
社
会
保
障
を
う
け
る
権
利
」
、

「
労
働
基
本
権
」
、
「
教
育
を
う
け
る
権
利
」
、
「
生
命
権
」
、
「
不

当
に
逮
捕
さ
れ
な
い
権
利
」
、
「
自
由
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
人
道
的

待
遇
に
関
す
る
権
利
」
、
「
公
正
な
裁
判
を
う
け
る
権
利
」
、
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
法
的
に
保
護
さ
れ
る
権
利
」
、
「
一
一
一
三
論
・
出
版
・
集

会
の
自
由
に
関
す
る
権
利
」
、
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
保
護
さ
れ
る

権
利
」
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ろ
。

但
し
こ
れ
ら
の
権
利
と
い
う
も
の
は
、
無
制
限
に
保
障
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
世
界
人
権
宣
言
や
国
際
人
権
規
約
の
基
本
精
神
を
損

う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
国
際
人
権
規
約
の

中
で
、
「
戦
争
と
差
別
煽
動
は
法
的
に
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
（
「
自
由
権
規
約
」
二
○
条
）
と
い
う
規
定
に
、
端
的
に
示

さ
れ
て
い
ろ
。

㈹
国
際
的
な
問
題
点

(3) 

国
際
的
な
流
れ
（
前
進
面
）

険
性
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
点
で
は
、
国
連
は
来
年
を
「
国
際
平
和
年
」
と
定
め
る
予
定

を
し
て
い
る
が
、
極
め
て
時
宜
に
か
な
っ
た
企
画
で
あ
り
、
是
非
と

も
、
こ
の
取
り
く
み
を
成
功
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
、
わ
が
国
が
国
際
人
権
規
約
に
批
准
し
て
以
降
、

差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
を
求
め
た
う
ね
り
は
、
国
内
に
お
い
て
も
前

進
し
て
い
ろ
。

例
え
ば
、
一
九
八
一
年
に
は
難
民
に
関
し
た
二
つ
の
条
約
に
批
准

し
て
い
る
し
、
一
九
八
五
年
に
は
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
批
准
し
た
。

ま
た
、
国
際
人
権
規
約
や
難
民
条
約
に
批
准
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

在
日
外
国
人
に
国
民
年
金
が
適
用
さ
れ
、
郵
便
外
務
職
員
採
用
へ
の

道
が
開
か
れ
ろ
な
ど
一
定
改
善
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
を
批
准
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
多
く
の

問
題
を
含
み
な
が
ら
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制
定
さ
れ
た
。
生

活
保
護
費
に
お
け
る
男
女
差
も
二
○
年
ぶ
り
に
解
消
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。

一
九
八
二
年
に
は
国
連
人
権
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
日
本
代
表
が

選
ば
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
七
月
に
は
、
外
務
省
の
中
に
人
権

難
民
課
が
設
置
さ
れ
た
し
、
一
九
八
四
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
、
国

約
」
に
関
す
る
選
択
議
定
書
に
も
と
づ
く
審
理
も
本
格
的
に
開
始
さ

れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
て
い
ろ
。

さ
ら
に
、
世
界
人
権
宣
言
な
り
国
際
人
権
規
約
を
踏
ま
え
た
個
別

の
条
約
と
し
て
、
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
が
一
九
七
九
年
一
二
月

に
採
択
さ
れ
、
一
九
八
一
年
三
月
に
発
効
し
て
い
ろ
。
ま
た
、
一
九

八
四
年
一
二
月
に
は
拷
問
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
て
い
ろ
。

ま
た
、
’
九
八
一
一
一
年
八
月
に
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
「
人

種
差
別
と
闘
う
第
二
回
世
界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
過
去
一
○
年
を

総
括
す
る
中
か
ら
、
’
九
八
四
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
を
「
人
種

差
別
と
闘
う
第
二
次
一
○
年
」
と
定
め
、
こ
れ
に
む
け
た
「
宣
言
」

と
「
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
’
九
一
八
五
年
八
月
に
は
、
ケ
ー
ー

ャ
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
、
「
国
連
婦
人
の
一
○
年
」
を
締
め
く
く
る
世
界

婦
人
会
議
が
開
催
さ
れ
、
「
西
暦
二
○
○
○
年
に
向
け
て
女
性
の
地

位
向
上
を
目
指
す
将
来
戦
略
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
他
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
け
る
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人

種
隔
離
制
度
）
の
撤
廃
を
求
め
た
内
外
の
世
論
が
大
き
く
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。

表
①
国
際
人
権
規
約
の
批
准
状
況

「
選
択
議
定
書
」

「
自
由
権
規
約
」

「
社
会
権
規
約
」

⑤
国
内
の
流
れ
（
成
果
）
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表②国連人権関係条約一覧
連
差
別
防
止
・
少
数
者
保
護
小
委
員
会
に
関
西
大
学
の
竹
本
正
幸
教

授
が
委
員
に
選
任
さ
れ
、
参
加
し
て
い
ろ
。

一
九
八
一
一
一
年
に
は
、
世
界
人
権
宣
一
一
一
二
一
五
周
年
を
記
念
し
た
取
り

組
み
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、
北
海
道
も
含
め
、
全
国
一
八
の
道
府
県

に
広
範
な
団
体
を
網
羅
し
た
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
以

降
、
地
道
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ろ
。

ま
た
、
死
刑
確
定
事
件
で
あ
る
免
田
事
件
（
一
九
八
三
年
七
月
）
、

財
田
川
事
件
（
一
九
八
四
年
三
月
）
、
松
山
事
件
（
一
九
八
四
年
七

月
）
の
三
事
件
が
相
次
い
で
再
審
・
無
罪
判
決
と
な
っ
た
。
ま
た
、

死
後
再
審
と
注
目
を
集
め
た
徳
島
ラ
ジ
オ
商
事
件
も
一
九
八
五
年
七

月
に
再
審
・
無
罪
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
三
月
に
は
「
大
阪
府
部

落
差
別
調
査
等
規
制
等
条
例
」
が
採
決
さ
れ
、
一
○
月
一
日
よ
り
施

行
さ
れ
ろ
運
び
と
な
っ
た
。

(1985年８月現在） 以
上
、
多
く
の
前
進
が
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ

て
い
ろ
。

国
際
人
権
規
約
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
批
准
は
完
全
批
准
で
は
な

か
っ
た
。
「
選
択
議
定
書
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
し
、
「
社
会
権
規

約
」
の
中
の
、
Ｈ
公
休
曰
の
報
酬
、
ロ
ス
ト
権
の
原
則
的
付
与
、
ロ

高
等
教
育
の
漸
進
的
無
償
化
の
三
頂
巨
に
つ
い
て
は
留
保
し
た
ま
ま

言採択年月日養鈑･炎発効年月日謹震夢。
⑫ｸｽﾍﾆﾆ 

名

⑥
国
内
の
問
題
点

260(Ⅱ） 

317(Ⅳ） 

全権会議

630(Ⅵ） 

640(Ⅶ） 

794(Ⅷ） 

全権会議

1951.1.12 

1951.7.25 

1954.4.22 

196２．８．２４ 

１９５４．７．７ 

１９５５．７．７ 

１９６０．６．６ 

船
弱
船
、
皿
妬
弘

ジェノサイド条約

人身売買および他人の売春
の搾取の防止に関する条約

難民の地位に関する条約

国籍訂正権に関する条約

女性の政治的権利に関する
条約

1926年奴隷条約改正議定書

無国籍者の地位に関する条
約

奴隷制、奴隷貿易および奴
隷制類似の制度・慣行の廃
止に関する補充条約

既婚女性の国籍に関する条
約

無国籍の減少に関する条約

婚姻の同意、婚姻最低年齢
および婚姻届に関する条約

あらゆる形態の人種差別撤
廃に関する国際条約

経済的、社会的および文化
的権利に関する国際規約

市民的および政治的権利に
関する国際規約

同上についての選択議定書

難民の地位に関する議定書

1948.12.9156.0.0 

１
２
３
４
５
６
７
 

○
○
 

1949.12.2 3５．２．１５ 

1951.7.28 

1952.12.16 

1952.12.20 

1953.10.23 

1954.9.28 

０
０
１
６
２
 

１
１
 

●
●
 
●
●
●
 

０
２
０
０
０
 

２
 

●
●
 
●
●
 

塑
坊
妬
印
、

○ 

9０ 全権会議 1957.4530 4０．０．３ 1９５６．９．４ ８ 

1046(Ｘ） 

４
２
４
 

５
１
３
 

1958.8.11 

1975.12.13 

1964.12.9 

1957.1.29 

1961.8.21 

1962.11.7 

４７．０．２４ 

２１．０．７ 

９０．０．７ 

１０６．０．０ 

１０５．０．１ 

１０６．０．０ 

６６．２．３８ 

91.0.15 

９
ｍ
ｕ
 

全権会議

1763 

(ＸＸ） 

2100Ａ 
(ＸＸ） 

2200 

(ＸＸ） 

で
あ
る
。
一
刻
も
早
い
完
全
批
准
が
求
め
ら
れ
ろ
。

ま
た
、
現
在
、
国
連
だ
け
で
も
二
○
も
の
人
権
に
関
す
る
条
約
が

あ
る
が
、
わ
が
国
は
そ
の
内
の
七
つ
の
条
約
に
批
准
し
た
だ
け
で
、

一
三
も
の
条
約
に
批
准
し
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
国
連
加
盟
国
一

五
九
ケ
国
中
、
五
分
の
四
に
も
及
ぶ
一
二
四
ケ
国
が
す
で
に
締
約
国

と
な
っ
て
い
ろ
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
へ
の
、
わ
が
国
の
早
急
な

批
准
が
求
め
ら
れ
て
い
ろ
。
（
表
②
参
照
）

国
内
に
お
け
る
人
権
侵
害
も
増
加
と
悪
質
化
の
傾
向
を
示
し
、

「
い
じ
め
」
の
問
題
が
重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
し
、
部
落

差
別
や
民
族
差
別
に
関
し
た
悪
質
な
投
書
や
落
書
き
が
増
加
し
て
い

ろ
。さ
ら
に
、
軍
事
費
が
毎
年
一
○
％
近
く
増
加
を
つ
づ
け
て
い
る
一

方
で
、
福
祉
や
教
育
に
か
か
わ
っ
た
予
算
は
削
減
さ
れ
て
き
て
い

ろ
。世
界
人
権
宣
言
な
り
国
際
人
権
規
約
の
精
神
を
踏
ま
え
た
、
国
内

に
お
け
る
今
後
の
具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、
以
下
の
諸
点
を
あ
げ

る
こ
と
が
き
る
。

ま
ず
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
環
境
改
善
だ
け
で
な
く
、

仕
事
保
障
や
教
育
の
向
上
、
さ
ら
に
は
啓
発
に
と
り
く
む
と
と
も

124 1９６９．１ ４ 1965.12.21 1２ 

例
国
内
の
具
体
的
課
題

○
○
 

○
 

1９７６．１．３ 8２ 1966.12.16 1３ 

1976.3.23 

ｎ
羽
閉

1４ 
〃 〃

1976.3.23 

〃
〃

〃

2198 

(ＸⅡ） 

2391 

(ＸⅡ） 

1５ 

１６ 1９６７．１０．４ 

戦争犯罪および人道に反す
る罪に対する時効不適用に
関する条約

アパルトヘイト罪の鎮圧お
よび処罰に関する国際条約

1970.11.26 2６ 1968.11 2６ 5８．７．３６ 1７ 

3068 

(ＸＸⅦ） 
1976.7.18 7７ 1973.11.30 91.4.26 1８ 

女性に対するあらゆる形態
の差別撤廃に関する条約

○ 34/180 1９８１．９．３１６０ 1979.12.181130.0.11 1９ 

拷問及びその他の残虐な非
人道的な又は品位を傷つけ
る取り扱い又は刑罰を禁止
する条約（仮訳）

刈
名
く
署未発効致全会39/4６ 1984.12.10 2０ 



６ ７国際人権規約発効六周年にあたって 成果と課題

に
、
悪
質
な
差
別
に
は
法
的
規
制
を
お
こ
な
う
こ
と
を
明
確
に
し

た
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ろ
。

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
民
族
差
別
の
撤
廃
に
つ
い
て
は
、

指
紋
押
捺
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
民
族
教
育
の
推
進
と
仕
事

保
障
の
前
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ろ
。

ア
イ
ヌ
民
族
に
対
す
る
差
別
撤
廃
に
関
し
て
は
、
差
別
的
な
「
北

海
道
旧
土
人
保
護
法
」
を
廃
止
し
、
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
を
保

障
し
た
「
ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。女
性
に
対
す
る
差
別
撤
廃
に
関
し
て
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

国
内
で
の
完
全
実
施
、
と
り
わ
け
教
育
と
雇
用
面
に
お
け
る
女
性
差

別
の
撤
廃
が
求
め
ら
れ
て
い
ろ
。

「
障
害
者
」
に
対
す
る
差
別
撤
廃
に
関
し
て
も
「
完
全
参
加
と
平

等
」
の
理
念
が
日
常
の
生
活
の
中
で
具
体
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
他
、
国
の
レ
ベ
ル
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
法
の
制
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
し
、
国
際
的
に
批
判
の
強
い
労
働
時
間
の
短
縮
が
迫

ら
れ
て
い
ろ
。

国
際
人
権
規
約
は
本
日
わ
が
国
に
つ
き
効
力
を
生
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
人
権
規
約
は
、
国
連
の
採
択
し
た
人
権
諸
条
約

の
中
で
も
最
も
基
本
的
か
つ
包
括
的
な
も
の
で
あ
り
、
国
連
が
人
権

の
分
野
で
達
成
し
た
最
大
の
成
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
国
際
人
権
規
約
の
締
結
は
、
国
際
的
に
は
γ
人
権

尊
重
を
国
政
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
と
す
る
わ
が
国
の
姿
勢
を
広
く
対

外
的
に
周
知
せ
し
め
ろ
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
国
内
的
に
は
、
人
権

の
保
障
に
関
す
る
従
来
の
国
内
施
策
を
一
層
充
実
、
強
化
さ
せ
る
た

め
の
大
き
な
契
機
と
な
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
、

極
め
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
わ
が
国
に
対
し
て
、
国
際
人
権
規
約
が
発
効
し
て
以
降

の
、
差
別
撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
し
た
改
善
面
と
問
題
点
を
ご
く
簡

（
資
料
）
園
田
外
務
大
臣
談
話

日
お
わ
り
に

国
際
人
権
規
約
の
効
力
発
生
に
つ
い
て

一
九
七
五
年
九
月
二
十
一
日

単
に
見
て
き
た
。

こ
れ
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
差
別
撤
廃
と
人
権
確
立
を
求
め

た
歴
史
的
な
流
れ
は
、
何
人
も
押
し
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
力
と

な
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
事
態
は
楽
観
を
許
さ
な
い
。
な
お
も
厳
し
い
事
態
と
問

題
が
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
山
積
み
し
て
い
ろ
。

こ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
が
一
二
条
で
、
「
こ
の
憲

法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
る

こ
と
の
意
味
を
か
み
し
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

世
界
人
権
宣
言
と
国
際
人
権
規
約
の
精
神
の
具
体
化
の
た
め
に
、

｜
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
よ
う
。

な
お
、
国
際
人
権
規
約
が
批
准
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は

奈
良
県
で
一
七
・
○
％
（
一
九
八
○
年
）
、
高
知
県
で
一
六
・
四
％

二
九
八
一
年
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。最
後
に
、
国
際
人
権
規
約
が
わ
が
国
に
発
効
し
た
曰
を
記
念
し
て

出
さ
れ
た
園
田
外
務
大
臣
（
当
時
）
談
話
を
、
参
考
ま
で
に
紹
介

し
、
こ
の
精
神
が
政
府
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。
（
資
料
参
照
）

人権白書~被差別者の立場小
世界人権宣言中央実行委員会編

Ｂｅ判310頁定価１，２００円

今、日本の人権擁護は－.部落差別、在日朝鮮人・韓国

人差別、アイヌ差別、障害者差別、沖繩差別、女性差別や被

爆者やハンセン氏病、日系２世の問題等、具体的な実態を明

らかにし、課題を探る。
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